
有限会社美ゆき SDGs宣言
当社は昭和28年の創業以来、「地元大洲で愛される鉄板焼屋」を目指してきました。

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

地域に愛される「地元グルメ」の追及 働きやすい職場づくり
大洲を代表する「大洲ちゃんぽん」をはじめ、創業か

ら培ってきた「地元グルメ」へのこだわりを大事に守りな

がら、地産地消のおいしいソウルフードを提供していき

ます。

社員が家族のように気持ち良く働ける職場環境の中、

組織の活性化、技術・ノウハウの移転促進、生産性

向上、魅力向上に取り組みます。

【主な取り組み】
「大洲ちゃんぽん」の提供、豊富なメニュー開発、地産

地消の食材活用、代々の「味」の継承

【主な取り組み】
定期的な経営者・社員間のコミュニケーション、柔軟な

働き方対応、現場の声を反映した職場改善、ベテラン

から若手へのノウハウ移転

地元大洲の自然をいつまでも大切に 地域社会への貢献
環境問題が重要な経営課題であると認識し、環境負

荷の低減に努めます。特に食品ロス削減、CO2排出量

の削減に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献し

ていきます。

地域に密着した企業として、ステークホルダーとの

つながりを大切にし、地域イベントやボランティア活動

への取り組みなどを通じて、地域社会の持続的な発展

に貢献します。

【主な取り組み】
真空機活用による食品ロス削減、生ごみリサイクル、

QRコードを使用した注文システムの活用

【主な取り組み】
地域活動・行事への積極参加､ボランティア活動への

取り組み、災害時における協力体制の構築

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


